
（概要版）

小学校におけるキャリア教育の推進に小学校におけるキャリア教育の推進に小学校におけるキャリア教育の推進に小学校におけるキャリア教育の推進に

向けての調査研究向けての調査研究向けての調査研究向けての調査研究

－キャリア発達《人間関係形成能力》と道徳の時間に視点を当てて－

長期研修員 田村 香世

研究の概要

本研究は、県内の公立小学校を対象とした実態調査を基礎資料として、小学校における キャリ

ア教育推進と豊かな人間性の育成との関連性を探り、キャリア教育推進に向けての提案を行うこ

とを目的とする。具体的には小学校におけるキャリア発達《人間関係形成能力》の児童の実態、

教員の意識、キャリア教育に視点を当てた道徳の時間の状況を調査し、豊かな人間性の育成につ

ながる小学校におけるキャリア教育推進の提言を行う。

研究の背景

社会情勢 学校教育(児童の実態）(児童の実態）(児童の実態）(児童の実態）

○就職･就業をめぐる環境の変化

○ニート･フリーターの増加

○若者自身の資質等をめぐる課題

・勤労観、職業観の未熟さ

・社会人、職業人としての基礎的資質･能

力が不足

キャリア発達《人間関係形成能力キャリア発達《人間関係形成能力キャリア発達《人間関係形成能力キャリア発達《人間関係形成能力》》》》・キャリア教育に視点を当てた道徳の時間の調査の必要性・キャリア教育に視点を当てた道徳の時間の調査の必要性・キャリア教育に視点を当てた道徳の時間の調査の必要性・キャリア教育に視点を当てた道徳の時間の調査の必要性

調査 (児童)人間関係形成能力の実態、道徳の時間に関する興味関心、将来の職業に関する考え等

内容 (教員)キャリア教育推進・人間関係形成能力・道徳の時間に関する重要度・実現度等

学校教育 (教育全体の流れや方向性)(教育全体の流れや方向性)(教育全体の流れや方向性)(教育全体の流れや方向性) 学校教育（道徳とキャリア教育（道徳とキャリア教育（道徳とキャリア教育（道徳とキャリア教育）

教育基本法教育基本法教育基本法教育基本法のののの改正改正改正改正（Ｈ 18） 道徳道徳道徳道徳のののの目標目標目標目標

目標第二条「･･･職業及び生活との関連を 「学校の教育活動全体を通じて・・自己の

重視し、 勤労を重んずる態度を養うこと」 生き方についての考えを深め道徳的実践

学校教育法学校教育法学校教育法学校教育法のののの改正改正改正改正（Ｈ 19） 力を養う」

義務教育の目標「職業について基礎的な 新設新設新設新設のののの内容項目内容項目内容項目内容項目

知識と技能、勤労を重んずる態度及び個 1.2 年生「働くことのよさを感じてみんな

性に応じて将来の進路を選択する能力を のために働く」

養うこと」(第二十一条の十 新設項目） 3.4 年生「自分の特徴に気付きよいところ

群馬県教育振興計画群馬県教育振興計画群馬県教育振興計画群馬県教育振興計画 ８８８８つのつのつのつの基本施策基本施策基本施策基本施策 を伸ばす」

(3)個性や能力を伸ばし一人ひとりの夢をは

ぐくむ

・キャリア教育や魅力ある高校作りを通し

て、児童生徒の夢を育み、一人ひとりの

夢の実現を支援

43%

68%

中学生中学生中学生中学生

小学生小学生小学生小学生

将来の夢をもってますか？将来の夢をもってますか？将来の夢をもってますか？将来の夢をもってますか？

｢当てはまる」小学生６８％、中学生４３％

心身の成長に従って、幼い頃に描いた夢が空想
的であったことに気付くものの、それに代わる
夢を見いだせない。
「自分に気付き、未来を気付くキャリア教育｣(国立教育政策研究所）
。

領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意志決定能力
自他の理解能力 情報活用・探索能力 役割把握・認識能力選択能力
コミュニケーション能力 職業理解能力 計画実行能力 課題解決能力

能力

 国立教育政策研究所生徒指導研究センター｢児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について

（調査研究報告書）」平成14年11月より引用

キャリア発達４領域８能力



調査の実施

１ 調査対象校

群馬県内３６校

（群馬県内の公立小学校から標本抽出）

２ 調査対象者

５年生児童 １２８９名

小学校担任教員 ４１４名

３ 調査の方法 アンケート調査

４ 分析方法 単純集計、相関分析

クロス集計（χ２検定）

調査１ 小学校教員のキャリア教育推進の重要度･実現度

キャリア教育が重要であると意識している教員は多いが、実現度は十分ではな

く、何らかの手立てが必要である。

調査２ キャリアキャリアキャリアキャリア発達発達発達発達〈〈〈〈人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力〉〉〉〉についてについてについてについて

◎自己評価の高い項目 ▼自己評価の低い項目

結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分のよいところを見つける

◎自分の欠点に気付く

友達のよいところを認め励ます

▼話合いなどに積極的に参加する

話合いで自分と違う意見も理解する

◎自分の生活を支えている人に感謝する

▼自分の意見や気持を分かりやすく話す

友達の気持ちや意見を理解する

思いやりの気持ちを持って行動する

◎友達と協力して、学習や活動に取り組む

縦割り活動に進んで取り組み役割を果たす

両親や先生以外の大人と話をする

▼将来の仕事や夢について家の人と話す

((((３３３３））））人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力〈〈〈〈児童児童児童児童〉〉〉〉
よくできている 大体できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実現度実現度実現度実現度

重要度重要度重要度重要度

(1)(1)(1)(1)小学校小学校小学校小学校でキャリアでキャリアでキャリアでキャリア教育教育教育教育をををを進進進進めることめることめることめること
大変重要である・よくできている大変重要である・よくできている大変重要である・よくできている大変重要である・よくできている
やや重要である・大体出来ているやや重要である・大体出来ているやや重要である・大体出来ているやや重要である・大体出来ている
あまり重要でない・あまり出来ていないあまり重要でない・あまり出来ていないあまり重要でない・あまり出来ていないあまり重要でない・あまり出来ていない
重要でない･出来てない重要でない･出来てない重要でない･出来てない重要でない･出来てない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実現度

重要度

((((２２２２））））豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性のためキャリアのためキャリアのためキャリアのためキャリア教育教育教育教育をををを

進進進進めることめることめることめること
大変重要である・よくできている
やや重要である・大体出来ている
あまり重要でない・あまり出来ていない
重要でない･出来てない



児童全体の結果

・児童評価の低い項目・・・コミュニケーション能力

自分のよさに気付く

・児童評価の高い項目・・・ 他者理解

将来就きたい仕事や夢のある児童群とない群の比較

・すべての項目で将来就きたい仕事や夢のある群の平

均点が高い。

・差が大きい項目「自分の将来の仕事や夢について家

の人と話すこと」「自分のよいところを見つけること」

「両親や先生以外の大人と話すこと」

児童の人間関係形成能力を高めるためには、コミュニケーション能力と自分の

よさを見付ける指導が必要である。

調査３ キャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育のののの視点視点視点視点をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた道徳道徳道徳道徳のののの時間時間時間時間についてについてについてについて

児童全体の結果

・児童は現実を意識できる教材(外部人材・ビデオ・写真等）や伝記や現在活躍している人の資料

から生き方について考えることを好む。

児童と教員の比較

・「ゲストティーチャー（ＧＴ）の話やビデオ･写真を見ること」で特に差が大きい。

キャリア教育に視点を当てた道徳の時間では、現実を意識できる工夫(外部人

材・ビデオ・写真等）や伝記や現在活躍している人を資料として扱い生き方について

考えさせることを意識して行うことが有効である。

調査４ 道徳的価値道徳的価値道徳的価値道徳的価値についてについてについてについて

児童全体の結果

・成功体験から価値を学ぶ･･35.4 ％

・失敗体験から価値を学ぶ･･23.4 ％

将来就きたい仕事や夢のある児童

・成功体験から価値を学ぶことが多い

将来就きたい仕事や夢のない児童

・友だちの体験やテレビから価値を

学ぶことが多い。

道徳の時間と体験活動

を関連付けて授業を行うことが

有効である。
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（５）道徳の時間（５）道徳の時間（５）道徳の時間（５）道徳の時間〈〈〈〈児童児童児童児童〉〉〉〉
平均値 標準偏差

1

1.5

2

2.5
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ＧＴの話やビデ

オ･写真を見ること

話合いの工夫

体験活動と関連す

る内容を考える

伝記や現在活躍し

ている人の資料

役割演技やグ

ループエンカウン

ター

(6(6(6(6））））道徳道徳道徳道徳のののの時間時間時間時間〈〈〈〈児童児童児童児童････教員教員教員教員〉〉〉〉
児童 教員

結果

結 果

結 果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望・勇気・不とう不屈

正直･明朗

個性の伸長

思いやり･親切

信頼･友情

謙虚･寛容

尊敬･感謝

生命尊重

社会的役割の自覚と責任

勤労･社会奉仕

(7)児童は何から道徳的価値を得ているか？児童は何から道徳的価値を得ているか？児童は何から道徳的価値を得ているか？児童は何から道徳的価値を得ているか？

成功体験 失敗体験 友達の体験 テレビ 道徳の時間

成功体験 失敗体験 友達の体験 テレビ 道徳

将来就きたい仕事や夢がある児童 3918▲＊＊ 2509 1551▽＊＊ 1080▽＊＊ 1663
将来就きたい仕事や夢がない児童 584▽＊＊ 466  383▲＊＊ 252▲＊＊ 314
▲有意に多い　▽有意に少ない　 【χ2（４）＝60.35、Ｐ＜．０１　Ｐｈｉ＝0.068**】

    (8) 将来就きたい仕事や夢の有無と体験活動

　＊＊Ｐ＜.01　＊Ｐ＜.0５
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とする

思いやりの気持

を持って行動する

友達と協力して学

習や活動に取り

組む

縦割りに進んで

取り組み役割を

果たす

両親や先生以外

の大人と話す

将来の仕事や夢

について家の人

と話す

(4)(4)(4)(4)人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力人間関係形成能力((((児童児童児童児童))))
将来の夢なし

将来の夢あり



調査５ 職業選択職業選択職業選択職業選択にににに関関関関するするするする情報源情報源情報源情報源やややや児童児童児童児童のののの考考考考えについてえについてえについてえについて

・情報源はテレビ･映画･本･漫画が 1 番多いが「その仕

事を実際に見て」も 25 ％の児童が選択している。

・仕事を決める時の考えは「自分がやりたい仕事であ

ること」「自分の個性や能力が生かせること」が多い。

職業を実際に見ること、自分の希望・

個性・能力を知ることが職業選択上重要である。

調査６ 自由記述欄･将来就きたい職業について

･回答欄には２００種類もの多様な職業が記載され、中には「人を助け、人の命を守りたいから（就

きたい職業：消防士）」「星新一さんのような立派な短編小説家になりたい」など、その職業を目

指した理由や、将来目指す姿を具体的に記述しているものもあった。

児童の選択人数の上位の職業を全国調査と比較するとほぼ同じ傾向である。

提言 望望望望ましいましいましいましい職業観職業観職業観職業観････勤労観勤労観勤労観勤労観をををを身身身身にににに付付付付けるためけるためけるためけるため

○コミュニケーション能力を特に指導していく。

○様々な人とふれ合うことを通して自分のよさに気付かせる。

○道徳の時間では、児童児童児童児童がががが現実現実現実現実をををを意識意識意識意識できるできるできるできる工夫工夫工夫工夫(外部人材、

ビデオ、写真等）や伝記や現在活躍してる人を資料として

扱い生き方について考えさせることを意識して行う。

○自己の体験（特に成功体験）を道徳的価値に結び付ける。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：特別支援研究係 ０２７０－２６－９２１８（直通）
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特別活動

学校行事

総合的な学習の時間

各教科
日常生活

外国語活動

ベスト 職業 人数(人） 割合（％）

1 サッカー選手 87 8.8
2 野球選手 70 7
3 保育士･幼稚園 63 6.3
4 ﾊﾟﾃｨｼｴ・ケーキ屋 52 5.2
5 芸能人 44 4.4
6 医師 33 3.3
7 研究者･学者 32 3.2
8 学校の先生 31 3.1
9 漫画家 26 2.6

大工 26 2.6
11 デザイナー 24 2.4

看護師 23 2.3

(1２)将来就きたい職業ベスト10 0 50 100 150 200 250

スポーツ
教育･保育

飲食業
医療

ファション
芸能･マスコミ

絵･小説
動物

研究者
建築
運輸
音楽

公務員
ｐｃゲーム

販売業
花

機械･電気
農･漁業
会社員

法律
ホテルリゾート

伝統芸能

((((１１１１3333））））ジャンルジャンルジャンルジャンル別希望職業別希望職業別希望職業別希望職業

0 200 400 600 800 1000

自分の個性や能力が生かせること

自分がやりたい仕事であること

給料が高いこと

人や社会の役に立つこと

人や社会から尊敬されること

休みが多いこと

（（（（10101010））））仕事仕事仕事仕事をををを決決決決めるめるめるめる時時時時のののの考考考考ええええ((((複数回答複数回答複数回答複数回答））））

0 100 200 300 400 500 600

親の仕事

親に勧められて

テレビ･映画･本･漫画

社会科見学

その仕事を実際に見て

習い事

先生の話や学校の授業

その他

（（（（9999））））情報源情報源情報源情報源（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

結果

選択(人） 非選択(人） 選択(人） 非選択(人）

自分の個性や能力が生かせること 508 567 84 116
自分のやりたい仕事であること ８６１▲＊＊ ２１４▽＊＊ １２３▽＊＊  ７７▲＊＊ 33.1
給料が高いこと ２３３▽＊＊ ８４２▲＊＊ ８１▲＊＊ １１９▽＊＊ 32.2
人や社会の役に立つこと 277 798 45 155
人や社会から尊敬されること 192 883 33 167
休みが多いこと  　５２▽＊＊ １０２３▲＊＊  ３３▲＊＊ １６７▽＊＊ 36.9

就きたい仕事や夢がある児童 就きたい仕事や夢のない児童
χ2値(11)  職業を決める上での考え

▲有意に多い　▽有意に少ない　＊＊Ｐ＜．01　＊Ｐ＜．0５


